
まめ知識
（4）（4）（5）（5）

質
問　
本
市
で
は
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
導
入
し
た
が
、
利

活
用
の
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
納
付
方
法

の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
で
市

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

お
り
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
は
、

各
種
税
、
料
金
の
納
付
な
ど
に

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し

た
。
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
納

付
の
う
ち
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
は
２
・
１
％
で
あ
っ
た
。
さ

ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
目
指

し
、
電
子
マ
ネ
ー
等
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
コ
ス
ト
削
減
や
業
務
効

率
化
の
観
点
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
電
子
決

裁
を
行
う
こ
と
で
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
国
の
動
向
や
社
会
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を

見
極
め
な
が
ら
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
等
も
研
究
し
た
い
。

駐
屯
地
お
よ
び
演
習
場
へ
の
飛

来
や
訓
練
の
実
施
に
お
い
て
、

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
本
市
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
徹
底
し
た
安
全
対
策

を
講
ず
る
こ
と
、
早
朝
や
夜
の

訓
練
は
控
え
る
こ
と
な
ど
、
市

民
の
生
活
に
配
慮
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
要
請
書
を
防
衛
大
臣

に
提
出
し
た
。
今
後
も
、
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
国
に

要
請
を
行
い
た
い
。

高
い
地
域
に
対
し
て
、
結
成
へ

の
働
き
掛
け
を
一
層
推
進
し
た

い
。
ま
た
頻
発
す
る
自
然
災
害

を
受
け
、
区
長
会
と
連
携
し
て

防
災
訓
練
を
行
う
ケ
ー
ス
も
増

え
て
お
り
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
お

く
こ
と
な
ど
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
示
さ
れ
る
最
大
規
模
の
降
雨

が
あ
っ
た
場
合
、
新
町
地
域
に

お
け
る
浸
水
継
続
時
間
は
。

答
弁　
河
川
氾
濫
を
伴
う
最
大

規
模
の
降
雨
が
あ
っ
た
場
合
の

浸
水
継
続
時
間
は
、
国
道
17
号

の
南
側
地
域
で
12
時
間
、
北
側

地
域
で
24
～
72
時
間
と
の
予
測

を
国
が
示
し
て
い
る
。

質
問　
浄
水
場
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
場
合
、
上
水
道
へ
の
影

響
は
。
ま
た
、
総
合
的
に
水
防

災
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
浄
水
施
設
が
水
没
す
る

と
機
能
が
失
わ
れ
、
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

防
水
扉
の
設
置
や
緊
急
連
絡
管

の
接
続
な
ど
、
有
効
的
な
手
段

を
研
究
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
施
し
た
い
。
ま
た
、
新
町
地

域
の
多
く
が
洪
水
浸
水
想
定
区

域
に
含
ま
れ
る
た
め
、
防
災
ア

リ
ー
ナ
の
建
設
や
民
間
事
業
者

と
の
協
定
な
ど
を
行
い
、
災
害

リ
ス
ク
の
低
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
支

援
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
住
民

と
一
体
と
な
っ
て
総

合
的
な
水
防
災
対
策

に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
地
球
温
暖
化
対
策
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
本
市
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
高
崎
市
第

４
次
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
増
加
傾
向
に
転
じ
た
が
、

そ
の
後
、
再
エ
ネ
の
普
及
や
省

エ
ネ
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り

減
少
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度

質
問　
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
数
は
。
ま
た
、
各
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
は
。

答
弁　
令
和
３
年
３
月
時
点
で

の
本
市
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
数
は
、
可
燃
ご
み
７
４
１
６

カ
所
、
不
燃
ご
み
２
７
４
０
カ

所
、
資
源
物
２
３
５
３
カ
所
で

あ
る
。
な
お
可
燃
ご
み
は
約
20

世
帯
に
、
不
燃
ご
み
と
資
源
物

は
約
40
世
帯
に
１
カ
所
が
設
置

の
目
安
で
あ
る
が
、
設
置
場
所

は
周
辺
道
路
の
広
さ
等
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

質
問　
自
主
防
災
組
織
の
結
成

率
は
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

と
区
長
会
と
の
連
携
は
。

答
弁　
令
和
３
年
11
月
現
在
、

結
成
率
は
80
・
02
％
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
新
規
結
成

数
と
訓
練
数
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
た
め
、
災
害
リ
ス
ク
の

の
排
出
量
は
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
約

２
３
２
万
ト
ン
で
あ
り
、
ピ
ー

ク
時
の
24
年
度
か
ら
16
・
５
%

削
減
し
て
い
る
。

質
問　
オ
ス
プ
レ
イ
の
相
馬
原

温暖化対策で設置した太陽光発電設備

平成25年４月に小学６年生から高校１年生の女性を対象として定期接種に追加されたが、同年６月、
定期接種は継続するものの、副反応の疑いがあり、積極的勧奨は一時的に差し控えられていた。国
は令和４年４月から積極的な呼び掛けの再開を決め、呼び掛けを中止していた８年余りの間に定期
接種の対象年齢を過ぎた全ての女性を無料接種の対象とする方針を示している。

●子宮頸がんワクチン

質
問　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
質
の
確
保
に
向
け

た
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
障
害
児
に

直
接
支
援
を
行
う
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
向

上
を
図
る
こ
と
は
、
障
害
児
が

社
会
で
生
き
て
い
く
力
を
育
み
、

保
護
者
の
不
安
な
ど
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
す

る
大
き
な
役
割
を
担
う
と
考
え

て
お
り
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲

後
、
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る

独
自
の
基
準
を
設
け
、
設
備
の

質
を
確
保
し
た
。
ま
た
、
事
業

者
に
必
要
な
知
識
や
情
報
等
を

周
知
啓
発
す
る
集
団
指
導
や
、

個
別
に
実
施
す
る
実
地
指
導
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
、
積
極
的
に
研
修
や
指
導

を
実
施
し
た
い
。

質
問　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
対
象
者
へ
の
周
知
方
法

と
、
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り

接
種
を
逃
し
た
人
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
令
和
４
年
４
月
か
ら
の

勧
奨
再
開
に
向
け
て
国
か
ら
示

さ
れ
た
勧
奨
の
方
法
は
、
対
象

者
ま
た
は
保
護
者
に
予
診
票
を

個
別
に
送
付
す
る
な
ど
の
個
別

勧
奨
で
あ
る
。
ま
た
接
種
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
人
へ
の
対
応
は
、

国
が
議
論
を
開
始
し

て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。

質
問　
令
和
３
年
11
月
に
、
本

市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
概
略
設
計

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

概
略
設
計
の
結
果
を
踏
ま
え
、

新
駅
設
置
の
可
否
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
判
断
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

約
１
年
か
か
る
概
略
設
計
の
内

容
は
。

答
弁　
概
略
設
計
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
新
駅
設
置
の
可
否
を
最
終

的
に
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
、
測
量
、
地
質
調
査
を

行
い
、
鉄
道
設
備
の
規
模
や
配

置
の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

質
問　
新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
完
成
に
よ
り
、
環
状
線
と

国
道
４
０
６
号
線
お
よ
び
県
道

あ
ら
町
下
室
田
線
と
の
交
差
点

の
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
と
思
う

が
、
本
市
の
考
え
は
。

群馬県産の絹を使用した工芸品

答
弁　
各
交
差
点
で
朝
夕
の
時

間
帯
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
ア
ク

セ
ス
道
路
は
、
片
側
１
車
線
ず

つ
の
車
道
と
両
側
に
歩
道
等
を

設
け
、
新
駅
を
起
点
に
国
道

４
０
６
号
線
と
交
差
し
、
高
崎

経
済
大
学
付
近
の
県
道
ま
で
を

結
ぶ
計
画
で
あ
り
、
環
状
線
と

並
行
す
る
よ
う
な
配
置
の
た
め

交
通
を
分
散
で
き
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
道
路
の
渋
滞
緩

和
に
寄
与
す
る
と
考

え
て
い
る
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
収
入

等
に
応
じ
て
分
納
と
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

質
問　
養
蚕
農
家
へ
の
支
援
策

は
。
ま
た
今
後
の
支
援
策
に
つ

い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
良
質
な
繭

の
生
産
や
労
力
の
軽
減
、
繭
の

増
産
を
図
る
た
め
、
人
工
飼
料

代
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
し

て
い
る
。
ま
た
、
養
蚕
業
の
継

承
対
策
を
目
的
と
し
た
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
、
生
産
量

に
応
じ
て
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
５
０
０
～
９
０
０
円
を
支
給

し
て
い
る
が
、
本
市
独
自
に
一

律
千
円
を
上
乗
せ
し
て
い
る
。

　
養
蚕
農
家
を
巡
る
状
況
は
年

々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
伝

統
産
業
の
維
持
は
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
も
養
蚕
振
興
を

継
続
し
た
い
。

質
問　
生
活
保
護
の
申
請
者
や

受
給
者
に
電
気
料
金
等
の
滞
納

が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　
生
活
保
護
の
申
請
や
相

談
の
際
に
、
本
人
へ
の
聞
き
取

り
に
よ
り
電
気
料
金
等
の
滞
納

の
有
無
を
確
認
し
て
お
り
、
滞

納
が
あ
る
場
合
は
各
事
業
者
へ

の
相
談
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

一般質問のあらましを質問者順に掲載しています。　※会派は、令和３年12月現在で掲載しています。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすることをいい、毎定例会で行われます。

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

障

が

い

者

支

援

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

豊
岡
新
駅
・
経
大
大
橋（仮

称
）

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

生
活
困
窮
者
支
援

　

養
蚕
農
家
へ
の
支
援

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

新
町
地
域
水
防
災
対
策

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

共
助
の
視
点
か
ら
見
た

地
域
づ
く
り

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

気
候
変
動
危
機
対
策

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み


